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■日本燃焼学会創立50周年記念特集■

会場の様子

美しい炎の写真展
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学会創立 50周 年記念展示

創立50周 年記念事業特別委員会 (展示担当)土 橋 律

日本燃焼学会創 立 50周 年記念事業の
一環 として,記 念

展示を,第 43回 燃焼シンポジウム会期中 (平成 17年 12月

5～ 7日 )に 実施いたしました 第 43回 燃焼シンポジウム

は,東 京都江戸川区のタワ
ーホール船堀において開催され,

記念展示はシンポジウム会場の展示ホールにおいてお こな

われました

記念展示の内容 については,表 1に まとめてあります

日本燃焼学会 50年 の歴史,諸 データをまとめたパネルぅ

および学会出版物,Thc COmbustion lnshtutc顕彰 メグルや

シンポジウム, ミーテイングなど行事の写真等が展示され

ました パ ネル 10枚 ,シ ョーケース 10個 およびシンボル

トーチ実物等の展示が約 170平 方メー トルの広いスペ
ース

でおこなわれ,余 裕をもって見て頂 くことができました

東京開催のシ ンポジラムと同時開催 ということもあり,

展示会場には,非 常に多 くの方々に足を運んで頂 きました

古 くか ら燃焼学会を知 る人々には, かつての記憶を思い出

しながら懐 か しく見て頂 きました ま た,最 近燃焼学会に

入つた若い人々には,燃 焼学会の歴史を理解 し,創 成期の

できご とについて興味深 く見て頂 きま した 創 立 50年 の

節 目に,燃 焼学会の創立からの歴史を総括 し,様 々なでき

ごとを振 り返ったことは,燃 焼学会について理解 し,今 後

の発展につ なげるためにも大変有意義であつた と考えてお

ります

この展示をおこなうにあたっては,創 立 50周 年記念事

業特別委員会 (委員長 :新 岡高先生)に おいて 1年 近 く前か

ら準備を開始 しました 学 会の歴史,諸 デ
ータについて情

報収集 と整理をおこないパネル にまとめました ま た,展

示物については, 日本燃焼学会の歴史的品物につ いて情報

提供をして頂 き,様 々な品を集めて展示いたしま した ほ

とんどの品物は,個 人所有で あ りましたので,関 係者の人

づてによって連絡を取ることができたものも多々あ りまし

た そ のような品々を集めて展示 した時には,50年 の歴史

の重さを深 く感 じました 以 上述べま したように, この展

示をおこな うにあたっては,貴 重なメグルや記念の品,写

真等を多 くの方々か らこころよくお貸 し頂きました ま た,

パネル作成 のための情報収集や まとめ,展 示物の企画提案

などにおいて多 くの方々か ら情報や ご意見を頂 きま した

これ らのご協力無 しには今回の記念展示は実現 しなか った

と思います こ こに誌面を借 りて厚 く御礼申し上げます

記念震示会場平嵐図
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パネル展示 (Nol)

日本燃焼学会

創立 50周 年記念展示

日本燃焼学会は、本年創立50周 年記念の年を迎えました。1955年 日本燃焼研究会

(会長 矢 木 栄 )と して発足し、ほぼ同時に国際的組織の The Combustion lnstitute

の日本支部となりました。当時、総会員はわずか25名 でしたので小規模の研究会でした

が、戦後の学術研究の躍進や産業界の興隆に伴って急速に成長を遂げ、1991年 日本燃

焼学会に名称変更をし、会員総数約 700名 の今日の学会に成長いたしました。

日本の燃焼研究は、燃焼科学への極めて大きな貢献を成し遂げていると共に、エネルギ

ー需要の増大強化への対応、公害 ・安全課題の解決、省エネルギー推進への寄与など、あ

らゆる燃焼やエネルギー問題の中核的存在として、我が国のみならず世界の学術 ・工学 ・

技術に多大な貢献をしてまいりました。

省エネルギー、新燃焼法、安全などへの関心が高まる中、燃焼研究への期待は大きいも

のがあります。本年 50周 年の節目を迎えるにあたり、これまでの本学会の歴史を紐解い

てその功績を讃えると共に、記念品を展示して会員の皆様に開示し、なお
一
層の燃焼研究

への理解を深めて戴きたいと考えます。また、これを契機に会員の皆様の
一層の研究意欲

を喚起できれば良いと考えます。

日 本 燃 焼 学 会 長

創立50周 年記念事業委員長

CoMBugEoN SOCIETY OF」 APAN
JAPANESE SECTION OF THE COM8UttON INSTIT」 TE

(57)
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パネル展示 (N。2)

日本燃焼学会誌 第 48巻 143号 0006年 )

日本燃焼学会年表      日
本燃焼学会

ン

西暦 年号 会長 事   項 ジウム Sympostun

1958 u H I 「

3(
矢本朱

D
日本絆 ltけ究鋼 」マ

会貞25名 (学Tr会 議研連委員 13名 個 人会員 124)会 fr600円  打 [持会 真lSttll 会 費 1万円
嵯彗 市ヒ容 干印 ホ  忘 水 折六  態 者 1行族 小縮

1963

研究抄錬詰 l発刊 1lavch tSヽ

号

York USA

3に 矢本朱 第 1回 燃城シンポシワム開催  12)J 日 不化宇含証二 (東京)論 文 12編

然雑研究]4号 綿負去員,進度 (委員長)秋 田
―
駐 伍沼

一男 木ホ1進H「 国井大成 上F_■次
ユJ東京

196E

水 実 燦 杵 研 午 昂十

J3J東京
jamじriJⅢ tK

な( に 日費

D
岳I討 論会 凹 杯推 lH剥 の点火と黙 IItJ Iエンシン内の其「盗蛇J I加 炎 J I火 変のィオン化 |

松 fI研 午1 lo号

1968

in Cases and TI■nsit on to DotolI )nj 東京

東京

4 t に日強 テri貫討論会 ||●0皿bustloD ol Ainmonェn Lngincs and Shoi Commonts onしlectnc rowered ve,lcles」

拡 II冊窄し n■

6J東京

t,7C 4 : に川強 語演討 HE会  然 椛 と4ヒ子 区 lLJ I″ スタ
~ビ ン孫 焼 否 」, ′ヽ COUSuc Nds。 ぃ。ni

直 静全 「蔀 i片サス松 14ン ての iN● |

刊 大阪 13J Saにla(cCに y uSA

に出成
 1群野畳碑尿注縛

的は質J ″`一すJ 9」東京

1972 4 7 に田強 講F討 1倫合  CO NOエ ミッションJ

:雄焼研 剣 30弓

10J東京 14J Univolにヽγ Park('SA

1978 4〔 旺 刷強 誘漬I I H諭会 「C O  N Oエ ミッション」,「N O X J
荏訪李 :「Noxl

11」東京

足 111屯 第 15回 ヨ際族 41シ ンポジウム開催 (東京 日 本 都 市センター ) 12東 京 1 kヽvo  a,an

197: 5 ( 功ノJ雅 景
Э

語【討論会  十人炎 内での乱れの測定技何 J I火 灸科這 」, 噴 務 の市大せれ jす1■来殴1ヒ物 J

:妹焼研 究]40号

[13J東京

J6J東 京

[17]名古農197C 5 1 墳 岳反討 論 会  進 行 海 混含 気 の斥 焼 J I噴 務 の H‖ Ⅲ使 何 Jす1火灸 の計 JUと喧 務酷 焼 j

ム伴 冊 午]局o号

1982

ア序下=ブ |「緒村t

tt販 |【演討論 会 盗 ttの化 ■反応 J I新 しい驚 村の盗境,「D物 J ilヽ■作■ の作雅 客ftセ 何 」
択雄研午l An=

[20J撤よ 19J HatFd,Isme

198ε 隔野神
（Ｊ

十日本燃境学会30周年記念会」開1と(東京 竹摘会鯨 31名出席ブ

誘演Hl論会 「家Fr用煤焼器の高負荷妹焼J「新しいしDVの 開発と応用j「 F航 継焼J

23J広島

1987 神野隠 木 コ内部 支 部 と日本 麻 r■年 省 との台 司公 演 =向 に (ハツイ'

練 渚 封詰 会 「鉄 様 のイレ=序 庶 |「紘 岳 計 M材 鱒 点 用 |「 公 尋 内紘 拝 |

25J Iし1塊

1985 伸野博 |シン本シヮム翔聞中によ年度定崎総会を開にJと空民
報荒封義全 「符小青サi硲婚の知 中 i

26J東テく 22J Seattlo USA

198C 民
一九

半 半野駆 右

Э
日本 オ
ーストラリア/二 fL―シランド含同森梶古'IR会 (シドニ

ー
)

in演討論会 「火炎を用いた新率材製造ブ■セスJ「 ガス裸焼 J

27J福田

199C J4野取石 河討 論 会  題 古 遍 fLれ にお ける然 焼 J 'は OヽX盗 焼 辰 rlJ "ス タ
ー ビン蕉 tt洛 と環 寛 問題 J 28J水上 23J O「●aぃ '「anc。

1991

1992

半野観石 日本継焼学会へ移行,軒事廃止,理事新設
梅液討論会 「乱流と十混合火突 |

!29J京都

平野取右 語演討 論 貧  火 灸 の光 子討 測 J I熙 nt切十クこのや 米 サ
拡 は 研 付 on Ⅲ

30J名言座

半■j破 石 日本然焼字会 l r7J"貫J I要 加 HJ)1反 ■ヤ貫 Jを割 H7

日露合 同識演会 (モスクワ近郷 )
護市
‐
l諾全 「キヤ々成序献 1「お営 にやま い 松障持併 |「燦肝 による材料合庁

31」lrt浜

199C ヤ刊寓
)

誌演 H■論会  乱 流十淀合燃焼J,1欽 lEttIIに よる47.s‐E坊の鮮 明と予測 j
「松 4F林 午 inO手

,SJ東京

199C I f切嵩 出 甲史  と 令 n,ま

記を 計詰 全 「糾 小 意 方研 キ rム 片ふ吊 折 の 滞早

34J広島 26J N“peヽ モtdly

4 1 地高 ASLACC97を 開偉 (大阪大字 )実 行李 員長 :脊万上 司

講演討論会 「環境負付低減のための継焼技 ll」
ひ ほ肝御 1ln■

35」栞ラr

新岡高 H本 然 焼 字 会 1論文 点 」を剰 設

兼造 計 鈴 会 「ひ 昨 龍Fガ イオキシンの■ 府 '常 御

36J Fし1現 27J Bou der uSA

“野 通 万

0
: i預 村 1浦↑  レ

ー ナ押Jtt  F t  f rの進 疲 J 37J T宋

200C 12 河町 連 方 5冊演討論会 新 しい熱焼モテリンタの試み J
「拡 時柿弁]ク 0手

!38J福岡 28J Edinburqh UK

2002 例野 迎 万 第2馴」LI憐総焼 シンボシワム lFJ性(札慨 京 エアフチ本アルイLブ 租肱 委員倉李員長 ,げ"ド献
一

燃 狂研究Jま 126号 で終 rし,「R本 燃蛇 学会詰J(A4は )第 14悲 127号 を発「↓
「日本ttは 生李技h An=

40J大阪 29J Sa,po「o,Jllpan

2003 議 F;h倫 貧 Ⅲ 日明 車用 エンシン然 j‐EtV術 J t4Jつぐま

)aFo しSヽ

愉

日本燃焼学会創立 50周年記念式央開催
「日本燃結学会ま]140号

43J東 京
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民
営
■
車
骨

□
い
！
０
「
民
封
叫
騨
９

虹
」
！

ユ
Ｃ
民
袋
＝
や
留

血
ｃ
Ｆ
血
い
く
営
寸
超
雪

口
Ｎ
で
工
一
民
営
寸
や
脅

匝
卜
で
」
ｏ
民
営
寸
や
脅

旺
ｃ
Ｆ
虹
い
民
営
↓
ヽ
脅

匝
い
で

旺
ヤ
民
営
↓
や
脅

唖
い
イ
唖
∞
民
営
車
や
留

旺
０
？

唖
い
く
営
球
需
雪

□
中
？
匝
【
ｑ
斜
↓
窮
骨

匝
蕊
！

Ｅ
煮

【
Ｆ
ｕ
粥
費

口
０
で
□
や
【
〓
せ
露
脅

旺
熱
！

車
ヽ

民
〓
↓
羽
留

□
曽
！
Ｌ
≡
民
営
叫
縁
雪

慈
国

「
ぶ
（
ｋ
ヽ
小
ぷ
肇

（ヽ

小
小
Ｉ
ヽ
ト

で
ヽ
思
逆
望
壁
）

（
ヽ

ふ

〔

Ｉ

ヽ

卜

怒

寒

）

回

悪

回

賦

回
い賦

回
ｏ
抵

国

恐

田
∞
悪

回

怒

回
９
無

国
≡
窓

回
料
怒

国
宅
無

口
〓
無

国
々
怒

回
】
怒

回
ヽ
悪

田
留
無

回
段
怒

田

怒

回
恵
紙

回
ぺ
巡

回

無

5 9

D5

パネル展示 ( N o 3 ,その 1 )

特集,展 示

《働督
無朴撃撃く田

行

マヽ）

照
貯
ヽ
い
か
半
ハ
小
撃
装
く
□
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D6

パネル展示 ( N o 3 )その 2 )

△鶴督
神朴撃慈ぐ田

爺
ぺヽ
）

照
叶
ヽ
い
か
格
ハ
小
撃
寒
く
□

Ｎ

導

や
や
利
却
ホ
撃
装
く
匝

Ｅ
ｏ８
寸
部
長
拒

虹
専
的聾
患

雌
Ｘ
絡

Ｘ
経
【＼
肛
『

ほ
害
ゆ聾
受

球
Ｘ
緯

翠
堅
）
督
ギ

ヽ
小
ハ
ｋ
ヽ
小
事
寒
巡
回

E

賦
ネ
緯

帥
Ｈ
Ｎ
せ
よ

】
虹
郎
直

選
悟
態
推

壼
―――
年
ぶ

章
ヨ

壇

憩
く
エ

憩

ζ
国

ド

ロ
ミ

柏
ぷ
靭
Ｗ

く
導
Ｅ
ロ

‖
f

斗

担

畿
■

】
町
郎

111
R
導
型

堂

口
ぐ

キ
さ
酎
俳

奪
u
ま
(

ペ
丹
ま
度

梶

」
ヨ

ネ
】
ま
章

母

回
貢

亜

Ｅ
媒

譜
t―

車

Ｎ
控
思
茎

樽
填
包
ｉ

|
廷
整
ふ

遵
遵
【
Ⅲ

N
終
|ミ
本

■
怠
ま
せ

通
コ
ミ

ぷ
Ｈ
唄
く

相

〓
増

8 P
ポ

倒

寒
ぶ
ぐ

（！
ペ

ヽ
Ｉ
十
ほ
口
）

部
ネ
経

い
い
白
ｔｉ
じ
∞
■
あ

【
ヤ
【

【
」
「

〇
命
【

〇
［
『

¢
∞
「

い
」
へ
――
一
０
「
■
す
」
ネ

∞
〇
『
“
∞
ヤ
■
〇
い
い

一
０
い
――
【
い
■
〇
【
『

「
〇
い
――
〇
寺
十
〔
【
い

延
維
せ
熙

↓
Ｈ
〓
〇
　
〓
　
〓

卓
(
(
そ

的
●
ョ
〓
　
斉
ｏ
有
中
や
ｏ
Ｃ
　
を

考
Ｈ
〓
∽
　
取
β
ｏ
〔
　
資
ョ
，
〓

――
輩
そ
終

“
⇔
「
】
々
中
　
■
　
々

■
【
】
　
”
ｏ
ョ
ｏ
一
　
ｏ
〓

〕
↓
【
一
　

【
　
範
Ｆ
ｏ
】

癌

ヨ
く

々
Ｈ
】
　
ｏ
ｏ
の
　
的
Ｆ
ｏ
ヽ

Ｏ
Ｚ
う
〓
Ｏ
　
ｏ
■
　
】
，
の

掌
々
「
　
】

旺
Ｅ
「
〓
ｏ

や
通
　
蘇
庁

¨
軽
維
車
碑
↓
頃

８
消
鼠
部
ホ
螺
壁

ぷ

笠

掃

」
卓

い
い
「
　
　
“
　
β
々
ｏ
』

語
〓
よ
ヽ

茎
円
去
尽

T17
‖
ぐ
(

―
ば
■
国

Ｈ
照

常

Ｆ
は
そ
Ｅ

押
担
包
片

Ｎ
笠
息
抵

袋

Ｅ
無

や
遵
厳
岸

ｋ
コ
康
卓

く
Ｎ
革
田
き
く

理

Ｅ
採

―
掻
終
息

型

回
ミ

ぼ
Ｈ

民
鞭

Ж
導
容
妃

神
Ｎ
報
車

ペ
丹
爺
度

翌

H(

ぐ
蕊
■
卜勾
や
部
朴
翌
く
エ

（部
苺
小
９

“
ホ
慧
喜
十

却
さ
■
い
勾
や
“
ホ
翌
く
Ｌ

“
ド
ホ
斜
勾
や
却
ホ
翌
終
唖

却
導
ホ
曽
為
や
郎
ホ
学
ヽ
」

却
ド
■
ヨ
知
や
ぐ
ホ
翌
く
エ

ぐ
撻
■
望
勾
神
却
■
翌
く
二

（尊
母
船
却
ｔ
ヽ
く
口
）

ぐ
ぶ
■
ヨ
勾
や
祢
ホ
】
く
二

却
ミ
ホ
輩
勺
率
ぐ
ホ
翌
ヽ
一

却
導
■
寒
杓
縛
“
ホ
導
く
田

（紳
ド
ヽ
尽
）

ぐ
■
ミ
せ
塩

′部
対
眠
墳

、
ト

旬
卜
ヽ
Ｈ
ヽ
ヽ
予

′“
思
忘
ト
ー
Ｋ

ぐ
対
却
尽
耗
　
部
＝
耗
尊

′組
■
卓

軍
理

′却
ホ
ｕ
い
細
還
　
却
■
熙
製

′鮒
■
整
翌
　
部
朴
ヽ
ｂ
！
ふ
ヽ
ト

′却
ヽ
ぺ
く

′“
対
翌
　
組
ホ
ー
狩

ミ
ヽ
ヽ

′却
小
翌
翌
さ
ヽ
単

′“

朴
栞
ミ
照
ミ

′“
ホ
怒
ヨ
　
ぐ
冬
革

Ｈ
Ｓ
皿
　
ｏ
舷
“
ら

′却
ホ
Ｈ
剖
そ

Ｆ
需
懸
劇

′却
や
軟
ヽ
　
都
ホ
車

空
導
車
ド
　
ぐ
朴
Ｈ
ホ
導

″郎
■
ヽ

細
　
～
析
ぺ
や
Ｈ

′ぐ
撃
■
「
細
ヽ

響

lH

却
恵
ほ
ぷ
蕪
終

唖

組
丼
事
ミ
ヽ

匝

忘
ぺ
響
選

構
“
ミ
舟
く

ロ

壊
細
環
怒
拒
心
対
く
廻
環
ギ

線
飾
モ
ホ
く
虹

ミ
ト
■
“
ヽ
申
―
（
Ｅ
蝉

球
く
ミ
ト
そ
Ｒ
導
「
く

想
却
蟹
田
韓
Ｋ
羽
団

ぶ
絹
却
茎
□
Щ
拒
ヾ

章
ホ
Ｈ
酎
■
く
勲
嫌
セ
困

―
ヽ
ヽ
申
蟹
田
“
卓

ホ
く
ｔ
革
ホ
終
消
桶

ぶ
縛
ぐ
巡
団
岨
Ｋ

ぶ
鵜
却
巡
田
ホ
Ｋ
田
健
叫

督
ギ
ミ
ト
や
ヽ
～

（
ヽ

１
へヽ
やト
タ　
ト
卜ヽ
拘
イ↑
オや

Ｅ
蝉
ヽ
と
ヽ
ト

最
朴
申
酎
朴
よ
抑
相
貿
困

（寒
縦
却
埜
口
堅
ネ
）

菫
く
ヽ
１
１
～
ヽ
卜
ヽ

と

〉
ぐ
ミ

Ｒ
ｋ
Ｈ

３
彗
ミ
ー
Ｈ
本
ヽ
心
ヽ

票
控
ミ
ー
ト
ｊ
ふ
ヽ

虹
翌
墨

ユ
い
―
皿
∞
民
営
せ
ｏ
韻
「

工
い
で
旺
∞
Щ
〓
虻
卜
韻
〔

回
鳥
？
匝
寒
民
言
寸
鶴
費

」
ｏ
′

□
】
民
営
寸
露
宮

虹
寒
′
□
寒

氏
Ｅ
■
ｏ
８
”

ロ
ヨ
で
唖
０
く
射
叫
ふ
骨

□
ｏ
で
唖
卜
氏
料
叫
ぶ
宮

エ
ミ
ー
皿
蕊
Щ
ヨ
寸
寄
費

回
寒
！
血
尽
【
〓
は
ま
宮

□
鳴
ど
虹
鷺

民
〓
↓
禄
骨

唖
熙
！
」
ヽ

民
ヨ
せ
ま
宮

ユ
斜
―
唖
景
Щ
ヨ
せ
ふ
費

□
黒
！

虹
段

民
〓
↓
∞
８
【

虹
景
！
匝
∞
民
営
↓
８
費

晋

頃
『
「
イ

い
熙

吾

「い
Ｏ
ｏ
Ｒ

匝
寒
′
□
尽
ヽ
ョ
↓
Ｓ
Ｒ

ｍ
ｏ
で

口
や
ヽ
料
叫
さ
０
中

山
い！
口
Ｏ
Ｌ
営
寸
き
熙

口
中
で

□
「
民
ド
せ
ヤ
魯
∞

ユ
ト
ー
旺
い
民
営
叫
８
尽

黙
回

ヽ
ふ
ハ
ｋ
ヽ
卜
翌
寒

回
ミ
駅

国
尽
無

回

抵

国

無

回

無

回
熱
無

回

ぶ

回
革
賦

回
斜
無

回
親
無

国

無

回
線
悪

回
癌
怒

回
馬
求

回
鶏
眠

回

怒

回

無

回
専
窓

回
響
悪

国
守
無
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パネル展示 (No4)

黙
慕
朴
く
料
望
基
く

球
在
朴
Ｈ
答
翠
崩
朴
Ｈ
朴
＜
虻
Ｋ

蝉
ぶ

Ю
８
へ
一
歴
察
翌
博
　
対
ば
―
通
回
は

叫
ぐ
ゼ

呂

抵

盟
謡
柵
ヾ

・
四
蕊
朴
Ｋ
却
規
ギ

辞
奮
朴
Ｈ
誉
翠
崩
朴
Ｈ
ホ
く
判
規
ギ

寸
８
困
‐的
ｏ
ｏ
園
ぃ
極
録
遵
翌
　
対
ミ
ー
種
機
も

　

岨
飾
ゼ

ｏ
窓

四
慕
朴
く
ｋ
Ｋ

■
苺
朴
鮒
ぷ
崩
ホ
日
ホ
く
Ｋ
Ｋ

Ｓ
ｏ
困
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骨

”
匝
駅
遵
博
　
剖
求
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瑠
節
度

　

唱
飾
ゼ

∞
怒

邸
慕
柵
ヾ
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盟
蕊
朴
＜
ギ
Ｋ

昨
だ
朴
Ｈ
答
翌
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朴
ロ
ホ
く
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無

∞
ｏ
脅
‐温
段

い
歴
駅
せ
蝉
　
対
ぷ
延
Ｅ
採

　

唱
却
ゼ

ト
怒

郎
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釉
ヾ

・
黙
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朴
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Ｋ

時
終
朴
Ｈ
答
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希
朴
Ｈ
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料
回
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寸
命
骨
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∞
留

”
歴
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出
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対
ぷ
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通
節
岸
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飾
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ｃ
抵
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叫
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∞
∞
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察
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対
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叫
却
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Ю
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黙
恭
加
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ｋ
ｋ
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尽
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朴
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無
心
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Ｋ
Ｋ
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∞
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留

一
田
憲
遵
鯉
　
剖
求
巡
刈
　
噂
飾
ゼ
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黙
謡
柵
ヾ

・
郎
慕
朴
＜
韓
Ｋ

軒
終
朴
翌
探
Ｈ
崩
朴
Ｈ
朴
く
回
に
耗
Ｋ

∞
卜
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”
匝
察
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理
　
対
求
岨
選
Ｒ
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噂
飾
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∞
悪
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慕
加
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朴
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朴
鍬
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対
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朴
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回
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対
ぷ
博
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却
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・
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朴
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朴
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回
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Ｋ
Ｋ

寸
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留
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屈
張
出
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対
求
氷
く
悪
　
　
叫
却
セ
慕
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D-8

パネル展示 (N。5)

《鶴簿
佃朴撃撃Ｋ□

(財回)準 首彩学誹
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ｏ
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首
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Dり

パネル展示いo 6 ,その 1 )

学会誌年表 (1/2) 日本燃焼学会
ン

哀数 頼換 発行体制 l●PJ紀孝 査芸等

10印年 昭和344

1960キ

36年

38年

30年

30年

胡

り
一
朝

明

朝

昨一昨一様
岬一擁

「砂録カートの分細と1958年度の文蘭所在についてJ抄 練委員会

19634

10位4

第 9回 国際燃焼会議報告

1064キ 5月 昭和38年 度燃焼ンン水 ジウ焼 豪酸文概要1～12

軒
一
驚
研
一確

親
一
明
抑
一ｍ
蛭一雌

鯨浜 発行 :日本撚焼研究会(東京大学工学部燃料工常 車内) 昭和30年 度燎焼泌 ツウエ菱安お文―比表1～21

41年 昭和 40年 度盗焼シンポジウム発表議文一覧攻1～21

第 1,ヽ 第 10,総 目次

1966年 銃4国際焼シンポ ジウム発攻緒女魅名1ヽ26

貯一貯一時
般一９６Ｓ４
嚇

0キ

434

434

434

犠
一毎
一競
一確

会員の燃焼法文一覧表 d067)

1969年

1970年 第 7口 膝焼シンポジ,ム報告

10,04 464 5月

1070■ 454

10,04 464 11月 第 13回 国際燃焼シンポ ジウム報告 第 8口 絡権シンポジウムブ,グラム

会員アンタート結穴″
　
容

一
匁

一

19,14 46年 4月

1971年 46年 8月 会員ア″,― 卜結八

1971年 46年 11月 第 0回鯨燦シンポ ツウムプログラム

10724 “カ
第 15回 日疎藤続ガ シウム国内禅備姿員会発足報告

第 0同 継焼シンヤジクム報告

474 揺集 発行:日本際携研究会(東京大学工学部反応1ヒ学科内)

10724 ““ 塩朱 発行|コ木族焼研究会(東京大学エタ部歩科工学科内)
第 14口および第 16国 国際焼焼シンホンタムについて

第 10回盗焼シンケ シウム報告

1973キ

19734

1073年 “車

“Vf 第 11回 族続ンンポジウムIBを

m

19754 5方 00キ 窮集 発行 :日本燃焼研究会 (東京大学二年都反応化字科内) 第 lSロ ロ除 携シンポジウム報告 第 12回 機 シンrジ タム報告

6Я 的4 車準 疑行 :日本携擁研究全(東京大学予■部燃料ェ学科内)

1975年 11現 604

1976年 3月

1976年 8月

19764 11月 第 16口 国際族焼ン ‐rッゥム報告

19774 311 524 3月 61カ

197作

197イ

抹

一
カ

り
，姫

197韓 3月 6Sキ 3月

197韓 ケ月 634 7月

19″軒 534 12月 第 17口 園廉線続シンポジクム報告

19"4 5,
編集 発行,日本練44T究会会芝編集部 紳野 博
(京都大学一

会長就れの技拶 (辻 広)

第 18回 国際船焼シンポツクムIR告

貯一貯！昨
幹
一
拝
一
々

第 1回 国際盗焼学会専門家会議報告

帳
一
に

574

亜年 振

Ｆ
一
馨
一
壕
達

本 ME― 」SMO熱 工学合同会議紳 柊

印年

1033年

10844

19844
離
．確 3月

第20ロ ロ険盛焼シンポジウム報告

会長就任のご榛妙 (抑野 押)継 日決(第1,～ 第07号 )

1984年 12月

1985年

1986年
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財

60イ
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パネル展示 (N。6、その2)

日本燃焼学会誌 第 48巻 143号 (2006年 )

学会誌年表 (2/2)  日
本燃焼学会

くン

身 発行日
頁銃 編集 発行体制 特月」記車 変革尊

年(元う

いる64 昭和61年
編集 発行 :日本経境研究会芸逐韓環取 和野 口

(京都大学工学部工壊化字数室内)

8Л1   614

1986年
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一
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い
一
い

卵
一師
販一貯

第21回 国際燃焼シンポシウム報告

表紙尊―新 英文目次付加

198,4 12,

19884

切一靭〓朔

唖S■S/CIJOモNT TECHN CAL MEET NG報 告

19884

賊一蝉 競一稚
整
！
申

元Ar 的〕 ア/■‐―ジーランド合同簾焼請演会報告

4月 24 醇
一怖1090年 8月 24

1的0キ 第23ロ ロ顔然桂シンポ ジウエ報告

8月
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10024 44 帳
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第24回 田陳蘇焼シンポジウム報を

貯
一唖

4月

7月

5年 新戦唐橘鰭鰭議 り _ 綴集姿員会琵 麦紙カラー化 年間4子発行研始

原若強文円載lf始

貯一酪 的
　
建

編集多員長【福谷征史虫1委 員5名

19944 64

1月 74 り
一
り

初
ｍ
一ｍ 唖一噂

切
一初
一醐

74 額
一傾

速載経確 研究所紹41掲級開始

空
い
い
ｗ
一ｍ

唖！峨！峨一醐一蜘

韓
！
確

,月 50コ

瞭
姫一嚇

第26口 国際燃焼ンンポジウム凝要

朔
一
切

靖
一
錬

痴集委員長りⅢHほ 姿員5名

端鑓憾

．
磁

19984 第27回 国際燃焼シンポ シヴム凝要

1900年 1月 発行事務局(六版席立大学工学研究科内)

19004

1099年

姫一肺
舛
一
舛

30P

20004 12年

20014 lS年

2001年 134 編集多員長 小林岳昭 姿員6名

姫一姫一碑

切
一
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144 2月 論文審査安員実i桂村 青 _____― ―――――
「日本蘇焼学会議Jこ名称変更 連 イヒ 南文態埜委員会琵足
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磁デ トピックス鞭
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卸
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パネル展示(No7)

顕彰者 リス ト
日本燃焼学会

ン

H5(1993) 16(1994) 17(1995) 18(1996) H9(1997) 110(1998)

回

功労 猪飼茂 (襲忘大学)

小笠原光信 (大阪大学)

日中真
― (日本ファーネス)

険羽哲郎 (東京大学)

磯日指 (都立本技大学)

可村長司 (岐阜大学)

本村逸郎 (東海大学)

谷日博 (北海道大学)

永井仲村 (東北大学)

松本隆― (神戸大学)

山日者起 (名古屋工業大学)

志水昭史 (岐阜大学)

浜本嘉ttl(岡山大学)

広安博之 (広島大学〉

水谷孝夫 (大阪大学)

輪文 吉田亮 (東京電機大学)

柿沼裕貫 (三洋電機)

小谷良信 〈東京電機大学)

構村章 (名古屋大学)

島田洋介 (防衛庁)

英励 伸原信志 (出光興産)

歓野軟 (静岡大学)

中部=敬 (京都大学)

西岡牧人 (名古屋大学)

池日英人 (石メ島播磨重工)

池田裕二 (粋戸大学)

趨日佐 (東京大学)

平野光 (大阪ガス)

小様秀昭 (東北大学)

富日栄二 (岡山大学)

上稿各 (東京大学)

姿尿友則 (=産 自動車)

徐吉吉 (抗技研)

店橋護 (東京工業大学)

秋浜
一
弘 (整口中研)

技術 に軽幹夫 (電力申研)

=官 徹 (電力中研)

中日俊彦 (束北大学)

中本充慶 (松下電器)

藤口機夫 (松下電器)

幡戸終首 (松下住設)

泰上和久 (松下佐設)

快山鉄夫 (中外炉工業)

阪本佳史 (中外炉工業)

安達隆勝 (日新製綿)

松村整 (日新工機)

受谷耕志 (東京ガス)

伊藤庚一郎 (東京ガス)

駒木裕二 (ガスタ
ー)

本村新悟 (ガスター)

換山富志大 (ガスター)

須藤淳 (日本ファ
ーネス)

多田健 (日本フアーネス)

鈴木宮雄 (神戸製鋼)

西村真 (神戸製鋼)

北村竜介 (神戸製鋼)

や西良大 (神戸製鋼)

大久保陽
一部 (豊日中研)

に々木正史 (日虐自動車)

吉口祐作 (自動車研究所)

採尾順正 (石炭rl用結合セ)

大川正文 (電源開発)

気鷲尚志 (石川島播磨重■)

須日優之 (石川島綾磨重工)

断tr一成 (日本政素)

謀嵩 (産業創造研究所)

平田哲也 (大阪ガス)

慎本有 (大lIXガス)

小寺洋 (ハーマン)

中垣弘司 (中外炉工業)

廃伯孝敏 (大阪ノス)

隆下田和也 (中外炉工業)

永井精和 (中外炉工業)

年度 11999) 112(20001 113(2001) 114(20∽) ■5(2003) 116(2004)

ヨ

功労 的

厚

上

関

也

斎

(京都大学)

(日本大学)

入保日浪之介 (三菱電機)

隣勢
一 く日石三菱)

腎木湾 (日本大学)

佐賀井武 (革馬大学)

竹野忠夫 (名古屋大学)

拓植後一 (筑波大学)

麟後亮三 (東京工業大学)

い野lF舗 (九州大学)

駆 俊隆 略 古屋大学)

三山倉t(長 岡技科大学)

堀守雄 (拓苑大学)

論文 定方正毅 (東京大学)

吉田籍司 (大阪大学)

高城敏業 (大阪大判

付瀬英
一 (九州大学)

小野信描 (九州大学)

セロ邦彦 (九州大学)

A【 Opponhein(UC Berにel eF)

岡島敏 (苫政大学)

香月正司 (大阪大学)

震谷川敏明 (日本ファーネス

石塚信 (広島大学)

甲村公共 (広島大学)

昆谷川売 (広島大学)

川口修 (慶応大学)

陵光永兆 (石"島 播磨重工)

松為な幸 (豊橋技科大学)

坪井孝夫 (紋国大)

石井―洋 (横浜日立大学)

チ藤和八 (三菱重工)

言内敏離 (東京工業大学)

官橋護 (東京工業大)

多日談 (東京工業大)

身藤爵和 (東京工業大)

幸口清―郎 (上智大学)

杉山正和 (東京大学)

日川澄子 (同上)

木村恒雄 (東逐)

湯浅二郎 (都科技大)

自石紀子 (同上)

岡村島明 (同上)

奨励 成瀬一郎 (豊橋技科大釣

藤田修 (北海道大学)

藤森俊郊 (石川島播磨重工)

津江光洋 (東京大学)

佐宗祐子 (消FjT)

野村浩司 (日本大学)

丸大索 (秋田県立大学)

額川大資 (大阪府立大学)

松尾重紀子 (慶応大学)

赤松史光 (大阪大学)

)Rセ oholmann(石"島 播磨)

永田晴紀 (北海道大学)

滝日謙一 (東北大学)

鷲測奏覚 (J鵬 )

二上真人 (山日大学)

技術 中本党慶 (松下電器産業)

松本優成 (松下電器産業)

日下貴品 (松下電器産業)

l●‖勝蔵 (松下電器産業)

鹸内秀142(松下電器産業)

rE日修 (松下電器産業)

森雅晶 (東京ノス)

な藤浩 (東京ガス)

池浦栄一 (東京ガス)

藤秀実 (石川島播磨重工)

米澤克夫 (石川島縮磨重工)

張原尚櫛 (出光奥産)

松平恒夫 (M【)

中村直(l■【)

鈴木康夫(N(【)

宇治茂― (石川島播磨重工)

斉藤司 (石川島播磨宣工)

藤ネ篤擁 (日石三菱)

旧輝幸雄 (宮石三菱)

よ野康夫 (g石 三菱)

見方離作 (日精オーバル)

吉田正四 (日精オーパル)

二官順一 (,ザ イエ栄)

研比舞隆 (rザ ィェ業)

家次佳― (rザ イエ業)

茅原敏広 (三浦工業)

爆谷和男 (東京ガス)

体国島明 (ノーリツ)

木村新信 (ノーツツ)

畑秀央 (ツーリツ)

扶山隆 (ターリツ)

長谷川敬 (/― ツツ)

下村幸治 (ノーチツ)

神原lS志 (出光興産)

只機右補mD0

亀井拠治 (石炭利用総合セ)

行村建 (向志社大学)

島崎勇一 (本国技研)

山上俊 (大阪ガス)

佐伯孝敏 (大阪ガス)

鈴木実 (JFE)

立福輝生 (」FE)

険山陰 (JFE)

片岡静大 (タクマ)

鞍島良二 (同上)

割 叫博之 (同上)

秋山仁 (同上)
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